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若
者
の
呼
び
込
み
対
策
と
し
て
、
県
は

無
料
職
業
紹
介
事
業
に
取
り
組
む
と
聞
い
て

い
る
が
、
県
と
の
連
携
は
ど
う
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
対
策
と

し
て
、
関
係
機
関
の
相
互
連
携
の
た
め
の
子

ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
を
市
独
自
に

設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

無
料
職
業
紹
介
事
業
に
つ
い
て
は
、
県

と
市
町
が
連
携
し
て
設
け
る
「（
仮
称
）
長

崎
県
移
住
促
進
セ
ン
タ
ー
」
の
中
で
、「
住

ま
い
」
や
、「
暮
ら
し
や
す
さ
」
と
併
せ
て

「
し
ご
と
」
も
紹
介
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
の
受
け
入

れ
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
本
市
は
、
長
崎
市
の
情
報
発
信
を
担
っ

て
い
く
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
独
自
の
子
ど
も
・
若
者

支
援
地
域
協
議
会
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、

庁
内
関
係
課
の
連
携
や
情
報
共
有
化
を
図
る

と
と
も
に
、
長
崎
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー「
ゆ
め
お
す
」と
も
連
携
し
て
、

就
業
や
就
学
等
の
支
援
に
努
め
た
い
。

非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
の
取
り
組
み

と
し
て
全
国
の
都
市
へ
呼
び
か
け
る
具
体
策

が
あ
る
か
。
ま
た
、
被
爆
71
年
目
か
ら
ど
の

よ
う
な
決
意
で
核
兵
器
廃
絶
に
取
り
組
む
か
。

こ
れ
ま
で
、
全
国
の
会
員
自
治
体
に
対

し
て
は
、写
真
パ
ネ
ル
等
の
資
料
の
貸
出
し
、

親
子
を
招
き
平
和
の
取
り
組
み
を
取
材
し
て

新
聞
を
発
行
す
る
親
子
記
者
事
業
な
ど
の
ほ

か
、
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
へ
全
国
の
大
学

生
や
社
会
人
を
招
き
意
見
交
換
会
を
設
け
る

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。今
後
も
、

会
長
市
と
し
て
多
様
な
取
り
組
み
を
促
す
た

め
、
平
和
活
動
の
支
援
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
被
爆
71
年
目
か
ら
の
10
年
間
は
、

「
被
爆
体
験
の
継
承
」「
平
和
の
発
信
」
の
両

面
で
重
要
な
期
間
と
考
え
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ

ッ
ト
に
お
け
る
原
爆
展
開
催
、
平
和
特
派
員

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
の
「
平
和
祈
念
式
典
」
同
時
中
継
な
ど

に
よ
り
、
被
爆
の
実
相
を
世
界
へ
発
信
し
た

い
。

厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
中
で
の
、
今

後
の
財
政
見
通
し
や
財
政
運
営
の
考
え
及
び

目
的
意
識
や
市
民
と
の
協
働
意
識
を
持
っ
た

職
員
の
育
成
や
人
事
評
価
制
度
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

財
政
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月

に
策
定
し
た
中
期
財
政
見
通
し
に
お
い
て
、

平
成
32
年
度
ま
で
の
財
政
状
況
を
試
算
し
、

今
後
５
年
間
の
ト
ー
タ
ル
で
の
収
支
は
、
黒

字
を
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
切
れ
目
の

な
い
行
財
政
改
革
等
に
よ
る
効
率
的
な
財
政

運
営
と
自
主
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
職
員
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
幅
広

い
視
野
を
持
ち
、
市
民
活
動
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
協
働
意
識
を
持
っ
た
職
員
や
、
対
話

の
で
き
る
職
員
の
育
成
に
努
め
、
今
後
は
、

人
事
評
価
制
度
に
よ
り
、
職
員
の
意
欲
や
能

力
等
の
向
上
を
さ
ら
に
図
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
を
目
指
し
て
い

く
。

長
崎
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
お
け
る
、
交
流
人
口
拡
大
の
た
め

の
都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺

い
た
い
。

総
合
戦
略
に
お
い
て
、「
交
流
の
産
業

化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
本
市
が
持
つ
地
域

資
源
を
生
か
し
、
人
の
交
流
を
生
み
出
す
こ

と
に
よ
り
、
雇
用
創
出
と
所
得
向
上
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
九

州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
整
備
や
Ｊ
Ｒ
長
崎

本
線
連
続
立
体
交
差
事
業
、
松
が
枝
国
際
観

光
船
埠ふ

頭と
う
の
２
バ
ー
ス
化
、
九
州
横
断
自
動

車
道
完
全
４
車
線
化
な
ど
の
広
域
幹
線
道
路

の
整
備
と
いっ
た
交
流
を
支
え
る
都
市
の
基
盤

整
備
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
都
市
基
盤
の
整
備
に
当
た
って
は
、
県
と
連

携
を
図
り
、
国
の
地
方
創
生
の
動
き
に
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
し
、
国
の
有
利
な
財
源
等

を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。

▲ゆめおすのホームペー
ジ
長崎県では、不登校、ひき
こもり、ニート等、社会生
活を円滑に営む上で様々
な問題や悩みに対応する
ため、総合的に相談を受け
る窓口として設置をしてい
る。

▲今年も多くのクルーズ船寄港が予想される
松が枝国際観光船埠頭

人
口
減
少
対
策

行
財
政
運
営

平
和
行
政

都
市
基
盤
の
整
備

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
決
議
を
行
っ
た
自

治
体
が
連
携
し
、戦
争
の
惨
状
や
平
和
の

尊
さ
を
伝
え
る
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
広

く
呼
び
か
け
て
い
る
。会
長
市
は
長
崎
市
。

平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
３
１
４
都
市

が
加
盟
し
て
い
る
。
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